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 使用済み核燃料の再処理で発生する高レベル放射性液体廃棄物を中間貯蔵に適した安定な形態にするた

めの、ロータリキルンの概念設計検討を行った。遠隔保守に対応するため、遠隔ハンドリング装置で分割

可能な構造とした。 
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1. 緒言 

資源の有効利用と廃棄物有害性低減を目的としてマイナーアクチニド(MA)リサイクルが検討されてい

るが、その実際の運用までまだ時間がかかる。現有の高レベル液体廃棄物(HLW)から将来 MA を回収でき

るように、HLW を安定かつ再溶解可能な形態で中間貯蔵する技術の開発が進められており、HLW を乾燥・

固化する装置としてロータリキルンの開発が進められている１）。本研究では、それらの成果を基に実用規

模の顆粒体製造設備の基本的設計を行った。その中心的装置であるロータリキルンについて報告する。 

2. 検討内容 

HLW を壁面温度 350 ℃以上で蒸発・乾燥し、次に 600 ℃で仮焼、最後に 270 ℃で造粒するロータリキ

ルンの実用規模設備を対象に検討した。本設備は、炉心管内面には核分裂生成物等を含む析出物が固着し、

高線量率になると想定された。そこで、遠隔保守に対応した設備として設計することとした。 

3. 検討結果 

 保守補修の対象となりうる異常事象を摘出し（Table 1）、

工程セルにおける遠隔保守用ハンドリング装置としてマスタ

ースレーブマニプレータ及びパワーマニプレータを、搬送設

備として天井走行式のセル内クレーンを想定した。これらの

装置を用いての設備設置位置での作業負荷を軽減するため、

設備を機能や機械的なつながりに基づいて分割したモジュー

ルを単位に着脱し、別途設けた保守エリアにて故障モジュー

ルを修理する方式とした。 

 モジュールの搬送にはセル内クレーンを用いるため、モジ

ュールの最大重量はセル内クレーンの最大荷重以下とする必

要がある。モジュールの取り外しはクレーンによる吊り上げ

で行うため、複数のモジュールが上下方向に重なる場合、原則として上位のモジュールから一つずつ順番

に取り外していくことで任意のモジュールの着脱が可能となるようにモジュール分割した。モジュールの

位置決め方法にはガイドピン方式を採用し、クレーンによる精密な位置合わせを要さない構造とした。各

モジュールについて着脱手順を検討し、デッドロックを起こさずに任意のモジュールを着脱できることを

確認した。本検討により、遠隔保守に対応した顆粒体製造設備の成立性の見通しを得た。 
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Table 1 機器構成に係わる異常事象  

構成部品 想定事象  

炉心管 

炉心管内の粉末詰まり 

接合部・摺動部への粉末かみ込み 

管内の粉末残留 

原料供給管の析出物による閉塞 

炉心管破損  

モータ・減速機の故障 

ヒータ 
ヒータ断線 

熱電対断線 

雰囲気 

調整部 

流量計の故障 

ガス管の破損 
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